
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成２８年９月１日（木）

ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
午

前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
約

１
０
０
ブ
ー

ス
が
出
店
す

る
「
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
」

や
、
午
前
11
時

か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
小
学
生

を
対
象
に
し

た
「
八
尾
キ
ッ

ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と

な
っ
て
い
る
。

　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

は
、
市
内
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
多
く
の
観
客
や
踊

り
を
楽
し
む
人
た
ち
で
賑

わ
う
。

　

昭
和
53
年
に
市
制
施
行

30
周
年
を
記
念
し
た
市
民

イ
ベ
ン
ト
「
八
尾
ま
つ

り
」
と
し
て
始
ま
り
、
平

成
６
年
に
河
内
音
頭
一
色

の
「
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
」
と
改
称
さ
れ
、例
年
、

約
６
万
人
も
の
方
が
訪
れ

て
い
る
。
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河
内
音
頭
の
本
場
・
八
尾
の
夏
を
飾
る
恒
例
の
「
第
39
回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
」

が
、
９
月
11
日
（
日
）、
久
宝
寺
緑
地
で
開
催
さ
れ
る
。
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
振

興
会
（
中
西
啓
詞
会
長
、
八
尾
商
工
会
議
所
会
頭
）
主
催
。

　

当
日
は
、
正
午
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
、
緑
地

内
の
陸
上
競
技
場
で
、
市

内
外
の
市
民
団
体
や
企

業
、
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
な

ど
54
団
体
、
約
１
、
５
０

０
人
が
八
尾
本
場
河
内
音

頭
連
盟
の
音
頭
取
り
に
よ

る
河
内
音
頭
の
生
演
奏
に

合
わ
せ
て
練
り
歩
き
、
踊

り
の
美
し
さ
や
纏
ま
り
を

競
う
「
河
内
音
頭
グ
ラ
ン

プ
リ
」
が
行
わ
れ
る
。
グ

ラ
ン
プ
リ
へ
の
参
加
団
体

は
年
々
増
え
て
お
り
、
盛

り
上
が
り
を
み
せ
て
い

る
。

　

午
後
４
時
か
ら
午
後
８

時
30
分
ま
で
は
、
同
競
技

場
を
会
場
と
す
る
「
河
内

音
頭
大
盆
踊
り
大
会
」
が

行
わ
れ
、
伝
承
音
頭
や
八

尾
の
こ
ど
も
音
頭
大
使
に

よ
る
音
頭
が
実
演
さ
れ
る

ほ
か
、今
大
会
で
初
め
て
、

八
尾
の
基
本
的
な
踊
り
と

し
て
「
八
尾
正
調
河
内
音

頭
踊
り
」が
披
露
さ
れ
る
。

　

八
尾
の
こ
ど
も
音
頭
大

使
に
は
「
こ
ど
も
音
頭
と

り
講
座
」
を
修
了
し
た
子

ど
も
た
ち
が
任
命
さ
れ
、

今
年
は
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
の
男
女
計
10
人
が

櫓
で
実
演
し
た
後
、
八
尾

本
場
河
内
音
頭
連
盟
か
ら

８
人
の
音
頭
取
り
が
櫓
に

上
り
、
自
慢
の
喉
を
披
露

す
る
。

　

櫓
を
囲
み
、
踊
り
を
楽

し
む
人
の
輪
が
幾
重
に
も

広
が
り
、
会
場
は
熱
気
と

活
気
に
あ
ふ
れ
、
夏
の
夜

に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が

り
を
み
せ
る
。

　

そ
の
他
、
同
競
技
場

で
、
午
前
11
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
行
わ
れ
る
「
マ

ル
シ
ェ 

ｄ
ｅ 

オ
ン
ド
」

で
は
、
市
内
飲
食
店
に
よ

る
地
元
八
尾
グ
ル
メ
と
Ｂ

級
グ
ル
メ
な
ど
42
店
舗
の

出
店
や
、
大
分
県
宇
佐
市

な
ど
八
尾
市
と
交
流
の
あ

る
国
内
都
市
に
よ
る
物
産

即
売
会
を
は
じ
め
、
今
年

初
め
て
と
な
る
市
内
企
業

の
物
販
ブ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
、
例
年
以
上
の
賑
わ
い

が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
緑
地
内

の
軟
式
野
球
場
で
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で
、「
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
」
と
し
て
、
市
内

中
学
校
・
高
校
・
消
防
音

楽
隊
・
陸
上
自
衛
隊
に
よ

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
吹
奏

楽
の
演
奏
や
、
プ
ロ
と
大

学
生
に
よ
る
大
道
芸
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
中
学
生

ま
で
の
チ
ー
ム
が
競
い
合

う
。

　

チ
ー
ム
が
競
い
合
う

「
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

　
「
第
39
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
」
が
、
本
年
も

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
４
年
に

１
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
４
年
後
に
日
本
で
行

わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
向
け
て
の
始
ま
り
の

年
で
も
あ
り
、
各
地
で
日

本
代
表
の
選
手
た
ち
が
熱

き
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
い
よ

い
よ
、音
頭
の
日
本
代
表
、

河
内
音
頭
の
祭
典
「
八
尾

河
内
音
頭
ま
つ
り
」
の
季

節
が
到
来
し
ま
し
た
。
高

齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰

も
が
参
加
で
き
、
多
く
の

市
民
に
支
え
ら
れ
て
き
た

河
内
音
頭
は
、
市
民
１
人

１
人
が
長
年
に
わ
た
っ
て

守
り
育
ん
で
き
た
ふ
る
さ

と
河
内
が
生
ん
だ
日
本
に

誇
る
伝
統
文
化
で
あ
り
、

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え

て
、
な
お
力
強
く
生
き
て

き
た
河
内
の
人
び
と
の
心

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
そ
の
河
内
音
頭

を
中
心
に
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
多
く
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
交
え
な
が
ら
、
盛

り
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
暑
さ
の
中
、
河
内

音
頭
ま
つ
り
を
支
え
て
お

ら
れ
ま
す
関
係
各
位
に
、

心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
ま
つ
り
が
成
功
裏

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

強
く
祈
念
い
た
し
ま
す
。

使
に
よ
る
実
演
の
ほ
か
、

八
尾
の
基
本
的
な
踊
り
方

と
し
て
命
名
し
ま
し
た

「
八
尾
正
調
河
内
音
頭
踊

り
」
の
初
お
披
露
目
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
飲
食
店

の
出
店
等
に
加
え
て
、
市

内
企
業
に
よ
る
物
販
ブ
ー

ス
を
設
け
、
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
「
マ
ル
シ
ェ

ｄ
ｅ 

オ
ン
ド
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

軟
式
野
球
場
で
は
、
市

内
中
・
高
校
生
の
吹
奏
楽

を
は
じ
め
、
陸
上
自
衛
隊

中
部
方
面
音
楽
隊
と
の

合
同
演
奏
の
ほ
か
、「
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
や

「
八
尾
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
な
ど
多
数
の
充

実
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
は
皆
様
の
活
気
と

熱
意
に
よ
っ
て
、
晴
天
の

も
と
開
催
で
き
る
こ
と
を

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
河
内
音
頭
の
本
場
・

八
尾
の
熱
い
夏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

れ
ま
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受

賞
者
が
殿
堂
入
り
と
な

り
、
新
た
な
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
者
が
誕
生
し
ま
す
。

「
河
内
音
頭
大
盆
踊
り
大

会
」
で
は
、
伝
承
音
頭
を

は
じ
め
、
こ
ど
も
音
頭
大

昨
年
の
分
も
取
り
戻
す
べ

く
、
新
し
い
企
画
や
見
ど

こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

　

ま
ず
、
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
る
「
河
内
音
頭

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、
こ

　

八
尾
の
伝
統
文
化
で
あ

る
「
河
内
音
頭
」
を
心
行

く
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
「
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
」
を
、
今
年
も
久
宝

寺
緑
地
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
雨
の
た
め
途

中
で
開
催
中
止
と
な
っ
た

　

八
尾
の
夏
の
風
物
詩

「
第
39
回
八
尾
河
内
音
頭

ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
開
催
に
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
は
特
段
の
敬
意
と
感
謝

を
奉
げ
ま
す
。

　

遠
い
昔
、
八
尾
の
人
び

と
が
木
材
を
運
ぶ
労
働
歌

と
し
て
唄
っ
て
い
た
木
遣

り
歌
が
念
仏
踊
り
と
融
合

し
生
ま
れ
た
河
内
音
頭
。

平
成
８
年
に
は
環
境
庁
の

「
残
し
た
い
日
本
の
音
風

景
１
０
０
選
」
に
「
常
光

寺
の
河
内
音
頭
」
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

河
内
音
頭
は
、
今
で
は
全

国
で
愛
聴
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
本
場
の
八
尾

で
多
く
の
皆
さ
ま
が
笑
顔

で
踊
り
続
け
て
こ
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
と
、
改
め
て
八

尾
の
歴
史
の
深
さ
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
「
マ
ル
シ
ェ

ｄ
ｅ 

オ
ン
ド
」
と
し
て

八
尾
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い

し
ま
す
。
市
内
各
団
体
様

企
業
様
の
特
色
あ
る
ブ
ー

ス
も
楽
し
め
、
ま
た
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
の
皆
さ

ま
の
力
一
杯
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
大
変
楽
し
み
な

と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
で
踊
れ
る
河
内
音

頭
は
そ
の
強
い
発
信
力
で

国
際
都
市
大
阪
実
現
に
も

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

活
気
あ
ふ
れ
る
一
日
で

八
尾
を
、
河
内
を
、
そ
し

て
大
阪
を
共
に
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

熱い思いを天まで
八尾河内音頭まつり振興会会長  中西　啓詞

河
内
の
人
び
と
の
心
そ
の
も
の

日
本
維
新
の
会 

衆
議
院
議
員
　
谷
畑
　
孝

晴
天
の
も
と
で
の
開
催
確
信

八
尾
市
長
　
田
中
　
誠
太

　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

も
、
今
年
で
39
回
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

久
宝
寺
緑
地
の
陸
上
競

技
場
で
は
、
各
連
が
そ
の

美
し
さ
や
ま
と
ま
り
を
競

い
合
う
「
河
内
音
頭
グ
ラ

ン
プ
リ
」
や
、
櫓
の
周
り

に
踊
り
の
輪
が
広
が
る

「
河
内
音
頭
大
盆
踊
り
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
マ
ル
シ
ェ
ｄ

ｅ
オ
ン
ド
」
で
は
、
市
内

飲
食
店
や
物
販
ブ
ー
ス
等

の
出
店
に
加
え
、
八
尾
商

工
会
議
所
青
年
部
に
よ

り
、「
や
お
カ
ラ
」（
八
尾

の
か
ら
あ
げ
）
の
グ
ラ
ン

プ
リ
を
決
定
す
る
「
第
４

回
八
尾
う
ま
い
も
ん
グ
ラ

ン
プ
リ
」
や
小
学
生
が
仲

間
と
会
社
を
作
っ
て
ビ
ジ

ネ
ス
に
挑
戦
す
る
「
ジ
ュ

ニ
ア
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
カ

レ
ッ
ジ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

軟
式
野
球
場
の
「
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」
で

は
、
中
・
高
校
生
に
よ
る

吹
奏
楽
の
演
奏
等
に
加
え

て
、
小
学
生
が
会
場
内
を

探
索
し
、
な
ぞ
を
解
き
パ

ズ
ル
の
完
成
を
め
ざ
す

「
八
尾
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

今
年
の
八
尾
河
内
音
頭

ま
つ
り
も
よ
り
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
役
員
の
皆

様
方
と
と
も
に
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ど
う
か
皆
様
の
熱
い
思

い
を
天
に
届
け
て
い
た
だ

き
、
完
全
燃
焼
の
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
の
開
催
が

で
き
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

室
町
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ

自
由
民
主
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衆
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た
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東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年９月１日（木）

だ
。
社
会
人
に
な
り
、
ト

ヨ
タ
自
販
に
入
社
、
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
し
て
大
活
躍

し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ

が
、
セ
ー
ル
ス
は
あ
ま
り

う
に
全
国
を
巡
っ
た
。
そ

し
て
最
後
に
は
沖
縄
に
も

出
張
っ
て
い
っ
た
。
料
理

の
腕
前
と
、
つ
い
で
に
人

間
性
に
も
磨
き
を
か
け

た
。

　

西
成
に
現
在
の
店
を
開

い
た
の
は
２
０
０
８
年

の
頃
だ
。
板
前
の
イ
タ

と
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
北
酒

場
」
を
チ
ョ
イ
と
も
じ
っ

て
、
誰
が
呼
ん
だ
か
「
イ

タ
酒
場
」。
な
か
な
か
ト

ボ
ケ
た
と
い
う
か
、
洒
落

た
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
思

う
。
イ
タ
さ
ん
自
身
が
ハ

マ
っ
子
の
下
地
も
あ
り
、

オ
シ
ャ
レ
な
雰
囲
気
を

持
っ
て
い
る
。
た
だ
多
少

気
ま
ぐ
れ
な
の
が
玉
に
キ

ズ
で
、「
イ
タ
酒
場
」
の

オ
ー
プ
ン
も
夕
方
だ
っ
た

り
、
夜
遅
め
だ
っ
た
り
す

る
の
が
ご
愛
嬌
だ
。
客
層

も
色
と
り
ど
り
で
、
昔
か

ら
の
常
連
や
、
ラ
イ
ブ
帰

り
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

グ
ル
ー
プ
…
。
欧
米
か
ら

の
客
人
に
も
流
暢
な
英
語

で
接
し
て
い
る
。

　

イ
タ
さ
ん
と
会
話
す
る

と
実
に
楽
し
い
。
何
て
こ

と
な
い
世
間
話
で
も
、
軽

い
冗
談
話
で

も
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
話

を
つ
な
い
で
く

れ
る
。
そ
の
雰
囲
気
と
優

男
の
容
貌
で
、
全
国
双
六

巡
り
で
は
か
な
り
浮
名
を

流
し
た
こ
と
と
思
う
。

　

半
世
紀
ほ
ど
前
、
映
画

性
に
合
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
し
い
。

　

や
が
て
縁
あ
っ
て
調
理

師
組
合
の
親
方
に
弟
子
入

り
し
た
。
和
食
を
中
心
に

２
年
ほ
ど
キ
ッ

チ
リ
修
行
に
励

ん
だ
。
様
々

な
店
で
働
き
、

種
々
の
料
理
店

で
腕
を
磨
い

た
。

　

そ
の
後
は
正

に「
包
丁
１
本
、

サ
ラ
シ
に
巻
い

て
」
の
世
界
、

北
海
道
を
振
り
出
し
に
秋

田
・
山
形
・
福
島
・
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
・
長
野
・

広
島
・
倉
敷
・
福
井
・
石
川
・

博
多
と
ま
る
で
双す

ご

六ろ
く

の
よ 　

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
積
も
る
話
も
あ
り
、
書
店

を
出
て
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
と
近
く
の
カ
フ
ェ
へ
移
っ

た
。
カ
フ
ェ
へ
着
く
ま
で
、
歩
き
な
が
ら
も
話
が

弾
ん
だ
。

　

カ
フ
ェ
に
入
る
と
、
テ
ラ
ス
席
を
選
ん
だ
。
昼

下
が
り
の
カ
フ
ェ
は
す
い
て
お
り
、
私
た
ち
の
他

に
は
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
し
か
い
な
い
。

　

コ
ー
ヒ
ー
で
再
会
を
祝
う
の
も
野
暮
な
の
で
、

濁
り
ビ
ー
ル
（
０
・
５
リ
ッ
ト
ル
）
を
２
杯
注
文

し
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
に
」

　

勢
い
よ
く
グ
ラ
ス
を
合
わ
せ
乾
杯
。
２
人
と
も

同
じ
言
葉
を
発
し
た
の
で
、
驚
き
、
互
い
に
目
を

丸
く
し
た
。

　
「
ク
リ
ミ
ア
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
特
殊
部
隊
が
爆

弾
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
、
失
敗
し
て
し
ま
っ

た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ

い
」

　

私
が
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
に

疑
問
を
ぶ
つ
け
る
と
、
彼

は
首
を
横
に
振
り
な
が
ら

こ
う
答
え
た
。

　
「
あ
れ
は
ロ
シ
ア
の
茶

番
劇
だ
よ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
特
殊
部
隊
は
そ
ん
な
ヘ

マ
は
し
な
い
さ
」

　
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
い
」

　
「
同
じ
日
に
、
ロ
シ
ア

は
ク
リ
ミ
ア
に
最
新
鋭
対

空
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
Ｓ

４
０
０
を
配
備
し
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
す
べ
て
を

物
語
っ
い
る
よ
」

　
「
で
は
、
ロ
シ
ア
の
自
作
自
演
な
ん
だ
ね
」

　
「
そ
の
通
り
。
自
分
た
ち
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
殊

部
隊
を
装
っ
て
爆
弾
を
ク
リ
ミ
ア
に
持
ち
込
ん

だ
。
待
ち
構
え
て
い
た
Ｆ
Ｓ
Ｂ
要
員
と
戦
い
、
捉

え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
あ
ら
ま
し
だ
よ
」

　
「
ロ
シ
ア
は
２
人
の
死
亡
者
が
出
た
と
発
表
し

て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
す
る
か
い
」

　

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
は
、
嘲
笑
ま
で
は
い
か
ず
と
も

半
ば
呆
れ
た
よ
う
な
表
情
に
な
っ
た
。

　
「
甘
い
な
。
ロ
シ
ア
だ
よ
。
そ
れ
ぐ
ら
い
は
序

の
口
」

　

ビ
ー
ル
を
喉
に
流
し
込
む
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
。
私

も
真
似
て
残
り
３
分
の
１
を
一
気
に
飲
み
干
し

た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
62

ロシアがクリミアに　　　
対空ミサイルシステム配備

4,104

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

20周年を飾るホールツアー！
関西で、このツアーライブを観ることができるの
は、八尾プリズムホールのみ！お見逃しなく！

平成28（2016）年　10月 1日（土）
18：00開演　17：30開場
八尾プリズムホール（八尾市文化会館）

全席指定・5,500円（当日 500円増）
※3歳以上有料・3歳未満入場無料 ( 但し、お席
の必要なお子様はチケットが必要となります）
※プリズム友の会の会員さまは　5,000 円！
（要年会費1,000円）

友の会先行販売　7月 2日（土）午前10：00～
一般前売発売　　7月 3日（日）午前10：00～
１回の受付で最大枚数８枚

ＰＵＦＦＹ 20周年アニバーサリーツアー
20th Anniversary

PUFFY TOURISTS 社で行く
PUFFYTOURS ホールで覚醒

第４回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1991 年４月２日～ 2001 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成28年 10月９日（日）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。
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五
輪
旗
が
着
物
姿
の
小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
の
手
に
渡
っ
た
。
日
本
時
間
８
月

22
日
、
興
奮
と
感
動
に
沸
い
た
リ
オ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
は
ス
コ
ー
ル
を
浴

び
、大
樹
が
蘇
る
と
い
う
演
出
で
消
え
た
。

　

過
去
最
高
の
メ
ダ
ル
41
個
の
70
％
は
25

歳
以
下
の
選
手
が
獲
得
。
若
い
世
代
の
台

頭
と
先
輩
た
ち
の
指
導
層
が
厚
く
な
っ
た
こ
と
は

大
き
な
財
産
だ
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
活
用

や
施
設
の
整
備
、
ア
ス

リ
ー
ト
へ
の
支
援
も
効

を
奏
し
た
。
も
う
一
段
の
支
援
で
大
き
く
弾
み
が

つ
く
。

　

最
も
印
象
的
な
場
面
は
柔
道
だ
っ
た
。
審
判
員

は
胴
着
の
乱
れ
を
正
し
、
礼
を
き
ち
ん
と
さ
せ
、

消
極
的
な
態
度
を
指
摘
し
、
礼
儀
と
作
法
、
規
律

を
厳
し
く
指
導
を
し
て
い
た
。
柔
道
の
世
界
的
普

及
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
ゆ
る
く

な
り
や
す
い
。「
利
他
共
栄
」の
精
神
を
実
践
し「
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
は
武
道
の
心
で
あ
り
、

「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」
の
悪
し
き
風
潮
に

一
石
を
投
じ
た
風
景
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
し

て
審
判
員
の
取
り
組
み
に
「
技
あ
り
」
だ
。

　

感
動
し
た
報
道
が
あ
っ
た
。リ
オ
の「
フ
ァ
ベ
ー

ラ
」（
貧
民
街
）
生
ま
れ
の
ラ
フ
ァ
エ
ラ
・
シ
ル
バ

さ
ん
（
24
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
初
め
て
金
メ
ダ
ル
を

も
た
ら
し
た
こ
と
だ
。
彼
女
を
３
年
前
か
ら
日
本

人
コ
ー
チ
の
藤
井
裕
子
さ
ん
（
33
）
が
指
導
し
て

い
た
と
い
う
。
１
０
０
年
以
上
も
前
に
移
住
し
た

日
系
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
広
め
た
柔
道
が
貧
困
と

犯
罪
に
苦
し
む
子

ど
も
た
ち
に
希
望

の
光
と
東
京
再
会
の
夢
を
与
え
て
い
る
。
藤
井
さ

ん
に
こ
そ
金
メ
ダ
ル
だ
。

　

小
池
知
事
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
バ
ッ
ハ
会
長
に
「
も
っ
た

い
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
と
述
べ
た
。
東
京

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
。
日
本
に
は
山
川
草
木
・
花

鳥
風
月
・
春
夏
秋
冬
・
山
紫
水
明
・
風
光
明
媚
と
多

種
多
様
な
自
然
の
恵
み
か
ら
の
知
恵
が
あ
る
。

　

４
年
後
の
東
京
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
発
想
で

世
界
初
の
環
境
モ
デ
ル
・
水
素
都
市
に
進
化
し
て

欲
し
い
。

リ
オ
か
ら
東
京
へ

晴耕雨読

　

白
熱
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
を
少
し
休
ん
で
、

気
分
直
し
に
動
物
に
関
す
る
ド
ギ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

像
を
見
て
い
た
ら
、
少
し
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

く
た
び
れ
た
イ
ノ
シ
シ
１
匹
に
対
し
て
、
ピ
ッ
ト

ブ
ル
と
い
う
人
も
殺
す
よ
う
な
闘
犬
２
匹
で
襲
わ
せ

る
も
の
で
し
た
。
平
垣
で
仕
切
ら
れ
た
広
場
の
中
で

闘
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
あ
き
ら
め
た
よ
う
に
動
か
ず
に
じ
っ

と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
解
き
放
た
れ
た
獰
猛
な

ピ
ッ
ト
ブ
ル
２
匹
に
噛
み
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
逃
げ
よ
う
と
し
て
倒
さ
れ
る
の
か
と
思

い
き
や
、
イ
ノ
シ
シ
は
と
に
か
く
突
進
に
つ
ぐ
突
進

を
噛
ま
れ
な
が
ら
繰
り
返
す
の
で
し
た
。

　

後
ろ
を
向
か
ず
に
、
背
中
を
見
せ
ず
に
、
噛
み
つ

い
た
ピ
ッ
ト
ブ
ル
の
胴
体
に
向
か
っ
て
猪
突
猛
進
を

繰
り
返
す
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
何
回
も
何
回
も
繰
り
返
し
ま
す
と
、
な
ん

と
屈
強
な
２
匹
の
ピ
ッ
ト
ブ
ル
の
胴
体
が
裂
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

人
間
に
飼
い
な
ら
さ
れ
た
動
物
と
、
日
々
生
死
を

か
け
て
食
べ
る
た
め
に
懸
命
に
生
き
る
野
生
動
物
の

違
い
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

人
間
は
あ
き
ら
め
て
、
仕
事
を
簡
単
に
辞
め
る
人

が
多
い
で
す
が
、
そ
の
仕
事
へ
の
突
進
を
本
当
に
繰

り
返
し
た
結
果
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
の
イ
ノ
シ
シ
の
「
迷
い
の
な
い
」
突
進
を
繰
り

返
す
姿
に
は
胸
を
打
つ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
選
手
の

姿
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
「
迷
い
の
な
い
」
突
進
の
姿
が

ダ
ブ
リ
ま
す
。

　
「
一
念
岩
を
も
通
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
後
ろ
を
向
い
て
噛
み
倒
さ
れ
る
よ
り
も
、
前
に

突
進
し
な
が
ら
倒
れ
る
ほ
う
が
後
悔
が
な
い
気
が
し

ま
す
。

　

場
合
に
よ
れ
ば
、
本
当
に
大
き
な
社
会
の
壁
も
崩

れ
落
ち
そ
う
に
思
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
神
様
は
動
物
た
ち
の
生
き
る
姿
を
通

じ
て
、
人
間
が
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
教
え
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
神
様
の
思
い
が
、
動
物
た

ち
に
反
映
し
て
い
る
の
で
す
。

　

疲
れ
た
時
は
、
動
物
た
ち
の
姿
を
観
察
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
き
っ
と
、
無
言
の
癒
し
と
勇
気
を
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
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一
念
岩
を
も
通
す

古
代
稲
研
究
家
　
田
中
伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

藤
原
義
春
社
長（
右
）の
説
明
を
聞
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
学
生
た
ち

大阪経済法科大学のウクライナ人留学生

㈱藤原電子工業を見学
リ
モ
コ
ン
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
操
作

工場見学後、笑顔で記念撮影

と
学
生
た
ち
は
活
発
に
質

問
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
会
議
室
へ
移

り
、
改
め
て
質
疑
応
答
の

　

同
大
学
は
毎
年
夏
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
今
年
は

16
人
の
学
生
が
夏
季
日
本

研
修
プ
ロ
フ
ラ
ム
に
参

加
。

　

キ
エ
フ
国
立
言
語
大
学

の
学
生
が
一
番
多
く
、
男

子
学
生
１
人
、
女
子
学
生

12
人
が
参
加
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
ハ
リ
キ
ウ
国

立
教
育
大
学
か
ら
女
子
学

生
が
２
人
、
イ
ヴ
ァ
ン
・

フ
ラ
ン
コ
記
念
リ
ヴ
ィ
ウ

国
立
大
学
か
ら
女
子
学
生

が
１
人
。

　

引
率
職
員
は
、タ
ラ
ス
・

シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
記
念
キ

エ
フ
国
立
大
学
の
イ
ヴ
ァ

ン
・
ボ
ン
ダ
レ
ン
コ
氏
、

時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
同

社
製
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
遊

ぶ
時
間
も
あ
り
、
学
生
た

ち
は
リ
モ
コ
ン
を
使
っ
て

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
、
そ

の
動
き
を
眺
め
な
が
ら

「
か
わ
い
い
、
か
わ
い
い
」

と
喜
ん
で
い
た
。

キ
エ
フ
国
立
言
語
大
学

の
ヴ
ォ
ロ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・

ピ
ュ
ロ
ゴ
フ
氏
と
オ
レ
ー

ナ
・
シ
ニ
ル
キ
ナ
氏
の
３

人
。

　

見
学
会
社
と
し
て
、
八

尾
市
を
代
表
す
る
企
業
、

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業

が
選
ば
れ
た
。

　

同
社
は
プ
リ
ン
ト
基
板

製
造
の
外
形
加
工
、
プ
レ

ス
・
ル
ー
タ
ー
加
工
お
よ

び
金
型
製
作
設
計
を
行
っ

て
い
る
。

　

藤
原
義
春
社
長（
61
）
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
約

１
時
間
に
わ
た
っ
て
学
生

た
ち
は
工
場
を
見
学
し
た
。

　
「
こ
の
機
械
は
何
を
作

る
も
の
で
す
か
？
」
な
ど

　

大
阪
経
済
法
科
大
学
（
藤
本
和
貴
夫
学
長
）
に
短

期
留
学
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
学
生
ら
13
人
が
、

８
月
18
日
に
株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
（
八
尾
市
南

木
の
本
２
―
51
）
を
訪
問
し
工
場
を
見
学
し
た
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

近
鉄
百
貨
店
上
本
町
店
（
近
鉄
大
阪
上
本
町

駅
直
結
）
恒
例
の
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７

月
27
日
か
ら
１
週
間
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

日
本
人
で
初
め
て
ハ
ワ
イ
の
音
楽
賞
を
受
賞
し

た
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
グ
ル
ー
プ
「
カ
ウ
ラ
ナ
」
の

ラ
イ
ブ
が
初
日
の
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
最
終
日
に
は
２
０
０
９
年
ミ
ス
ハ
ワ
イ
の

ア
リ
ア
ナ
・
セ
イ
ユ
さ
ん
が
来
場
し
、
フ
ラ
コ

ン
テ
ス
ト
の
舞
台
に
華
を
添
え
た
。

　

７
日
間
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
82
組
の
フ
ラ
グ

ル
ー
プ
が
出
演
、
７
日
間
そ
れ
ぞ
れ
に
勝
ち
抜

き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
選
出
し
、
７
組
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
が
最
終
日
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ス
テ
ー
ジ

に
進
ん
だ
。

　
「
サ
チ
コ
・
ナ
・
プ
ア
ラ
ニ
・
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
７
月
31
日
午
後
の
部
に
６
グ
ル
ー
プ
が

出
演
、
田
邊
砂
智
子
さ
ん
が
ト
リ
を
飾
り
、
同
日

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
た
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
・

ス
テ
ー
ジ
に
臨
ん
だ
７
人
の
フ
ラ
・
ダ
ン
サ
ー
は

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
レ
ベ
ル
の
高
い
舞
い
を
披
露
し
、

観
客
の
大
き
な
拍
手
を
呼
ん
で
い
た
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ル
５
番
目
に
登
場
し
た
田
邊
砂
智
子

さ
ん
は
、
こ
れ
ぞ
フ
ラ
の
極
致
を
思
わ
せ
る
「
珠

玉
の
舞
い
」
で
観
客
を
サ
チ
コ
・
ナ
・
プ
ア
ラ

ス
ト
の
結
果
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
田
邊
砂
智
子

さ
ん
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
誉
に
輝
い

て
い
る
。
田
邊
砂
智
子
さ
ん
の
舞
い
は
華
や
か
さ

だ
け
で
な
く
、
温
か
い
雰
囲
気
で
観
客
を
包
み
込

む
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
単
な
る
人
気
投
票
で
は
な
く
、
フ
ラ
を
通
し

て
の
温
か
み
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　

フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
９
階
催

し
会
場
に
は
、
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
・
ワ

ン
ピ
ー
ス
等
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
グ
ッ

ズ
が
所
狭
し
と
陳
列
さ
れ
、
多
く
の

女
性
客
が
詰
め
か
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
プ
レ
ー
ト

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
を
呼
ん

で
い
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ー
ド
や
ト

ロ
ピ
カ
ル
ド
リ
ン
ク
を
楽
し
む
人
も

多
く
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
盛
況
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

サチコ・ナ・プアラニ・フラネットワーク

田邊砂智子さん
グランドチャンピオン

16日  倫理研究所法人スーパーバイザー　上能喜久治氏「妻の声は天の声」
13日  倫理研究所近畿方面長　松本真志氏「明日へのイメージ」
20日  八尾市倫理法人会会員　凌美琪氏「人のつながりは奇跡を起こす」
27日  NPO法人ヒーローズ会長　林敏之氏「人間の成長とスポーツ～私とラグビー～」

12日  東大阪市倫理法人会会長　武知歳弘氏「おもうこと」
19日  大阪鴻池倫理法人会会長　若林敬造氏「活力朝礼で会社が変わった」
16日  倫理研究所研修部特別研究員　田上不折氏「足元を固めよ」
23日  大阪府倫理法人会相談役　濱浦紀代輝氏「100日実践を実践する」
30日  八尾市倫理法人会会長　高木幸賢氏「倫理指導を受けての実践」

11日  大阪鴻池倫理法人会会長　若林敬造氏「新会長を拝命して」
8日  倫理研究所近畿方面方面長　松本真志氏「気づきから自覚へ」
15日  大阪府倫理法人会事務長　上西知氏「もしも倫理に出会っていなかったら」
29日  千里中央倫理法人会幹事　加賀昭子氏「（自分を知る）占いの勉強を習う」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾駅・南へ徒歩5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―5820９月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎06-6745-2051９月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6728―0700９月の予定

ニ
・
ワ
ー
ル
ド
に
招
き

入
れ
、魅
了
し
て
い
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
コ
ン
テ

近鉄百貨店上本町店恒例

座
右
の
銘
は「
人
生
は
死
ぬ
ま
で
の
ヒ
マ
つ
ぶ
し
」

　

西
成
は
今
池
「
ス
ー

パ
ー
玉
出
」
の
と
な
り
に

あ
る
「
イ
タ
酒
場
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
「
イ
タ
さ
ん
」
が

オ
ー
ナ
ー
だ
。
本
名
は
田

村
康や

す

孝た
か

さ
ん
。
１
９
５
６

年
10
月
生
ま
れ
、
神
奈
川

は
横
浜
生
粋
の
ハ
マ
ッ
子

会
社
・
日
活
に
筑
波
久
子

と
い
う
女
優
が
い
た
。
当

時
と
し
て
は
珍
し
い
慶
応

大
学
出
身
で
、
肉
体
派
女

優
と
呼
ば
れ
た
ハ
シ
リ

だ
。
こ
の
女
優
が
キ
ザ
な

文
言
を
残
し
て
い
る
。「
人

生
な
ん
て
、
ど
う
せ
死
ぬ

ま
で
の
ヒ
マ
つ
ぶ
し
よ
」。

本
人
は
シ
ュ
ー
ル
に
決
め

た
心
算
だ
っ
た
ろ
う
。

　

イ
タ
さ
ん
か
ら
座
右
の

銘
を
聞
い
た
。「
人
生
は

死
ぬ
ま
で
の
ヒ
マ
つ
ぶ

し
」。
売
れ
な
い
女
優
が

吐
い
た
セ
リ
フ
と
は
異
な

り
、
人
生
の
究
極
を
教
え

て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

た
ど
り
つ
い
た
双
六
の

上
が
り
目
は
、
気
が
つ
い

た
ら
西
成
の
オ
ア
シ
ス

だ
っ
た
。
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田村康孝さん田村康孝さん

パドローネ22代表　小川秀人パドローネ22代表　小川秀人

「イタ酒場」オーナー

ダンディーな田村康孝さん

珠玉の舞いを披露する田邊砂智子さん
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